
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
駐
屯
地
隊
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
と
共
に
明
る

い
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

昨
年
は
、
元
旦
早
々
に
能
登
地
方
を
襲
っ
た
地
震
に
よ
り
、
多
く
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
と
い
う
悲
し
い
一
年
の

始
ま
り
で
し
た
。
改
め
て
被
災
地
の
復
興
が
一
日
も
早
く
進
む
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
で
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
人

選
手
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
が
、
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
と
希
望
を

届
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
「
蛇
年
」
で
す
。
蛇
は
古
来
よ
り
知
恵
と
再
生
の
象
徴
と
さ

れ
て
お
り
、
私
た
ち
も
そ
の
象
徴
に
あ
や
か
り
、
知
恵
を
も
っ
て
困
難

に
立
ち
向
か
い
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
一
年
を
過
ご
し
た
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
日
本
列
島
を
襲
う
災
害
の

規
模
が
大
き
く
な
る
等
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
私
た
ち
の
安
心
・
安
全
を
支
え
て
い
る
の
は
自
衛
隊
の

皆
さ
ん
で
す
。
今
年
も
駐
屯
地
司
令
を
中
心
に
、
い
か
な
る
事
態
に
も

即
応
で
き
る
よ
う
日
々
厳
し
い
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
支
部
は
、
隊
員
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
任
務
を
遂
行
で
き

る
よ
う
、
家
族
支
援
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
員
の
皆
様
や
隊
員
の
皆
様
と
の
親
睦
を
深
め
、
楽
し
く
充

実
し
た
時
間
を
共
有
す
る
た
め
、
各
種
行
事
や
交
流
の
機
会
を
企
画
・

実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
新
し
い
一
年
が
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
前
向
き

な
歩
み
を
続
け
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

いわみざわ  発行所 隊友会岩見沢支部 
編 集 陸上自衛隊岩見沢駐屯地 
印刷所 福祉村 
     岩見沢市栗沢町最上350 
ＴＥＬ (0126)45-2721 

第
12
施
設
群
長
兼
ね
て 

 
 

 
 

岩
見
沢
駐
屯
地
司
令 

  
 

１
等
陸
佐 

山
下 

拓
路 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部 

  
 

支
部
長 

藤
原 

恒
雄 

 

令
和
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

昨
年
、
第
十
二
施
設
群
は
、
他
職
種
部
隊
と
協
同
訓
練
を
積
み
重
ね

て
、
二
年
に
一
度
の
群
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
、
前
回
よ
り
も
良
好
な
成

果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
年
ぶ
り
と
な
る
陸
上
自

衛
隊
演
習
に
駐
屯
地
各
部
隊
が
参
加
し
、
各
種
事
態
に
お
け
る
対
処
能

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
職
以
下
、
駐
屯
地
隊
員
一

同
は
引
き
続
き
、
こ
の
岩
見
沢
の
地
に
お
い
て
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ

れ
る
精
強
な
部
隊
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

 
 

さ
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
戦
後
最
大
の
試
練

の
と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
家
間
の
競
争
が
顕
在
化
し
、
特
に
米
中

の
国
家
間
競
争
が
今
後
一
層
激
し
さ
を
増
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ロ
シ
ア
は
、
極
東
方
面
に
も
最
新
の
装
備
を
配
備
す
る
傾
向
に
あ

る
な
ど
、
活
発
な
軍
事
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
第
十
二
施
設
群
及

び
岩
見
沢
駐
屯
地
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
深
く
認
識
し
、
各
種

事
態
に
対
し
て
即
動
し
、
任
務
達
成
で
き
る
が
ご
と
く
準
備
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
国
民
や
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
は
、
昨
今
頻
発
し
て
い
る
想
定
外
と
呼
ば
れ
る
自
然
災
害
へ
の
備
え

に
も
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
本
年
も
小
職

以
下
駐
屯
地
隊
員
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
と
物
心
両
面
の
準
備
を
確
立

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 
 

特
に
、
我
々
の
日
々
の
練
成
訓
練
に
際
し
、
ご
家
族
の
皆
様
に
は
大

変
な
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆
様

や
、
地
域
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
応
援
と
ご
理
解
は
、
我
々
の
活
動

の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

最
後
に
本
年
が
、
新
た
な
時
代
に
向
け
た
良
い
年
と
な
り
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 



令和６年度演習場秋季定期整備 

【令和６年度演習場秋季定期整備】を実施 
第１２施設群（群長・山下１佐）は、令和６年１１月８日（金）から１１月１５日（金）までの間、「令
和６年度演習場秋季定期整備」を北海道大演習場（島松地区）で実施した。 
 ９日（土）整備開始に先立ち、整備隊長である群長は開始式で、「施設技術の発揮」「安全管理の徹底
」の２点を要望し、「各隊員は目標を確立し、それらを着実に実行して、全隊員が一丸となって無事任務
を完遂することを期待する。」と述べた。 
 北海道大演習場（島松地区）では、第３９８施設中隊（中隊長・神谷１尉）が１０号道の装軌車道路盤
強化整備及び装軌車道整備２７㎞に及ぶ路面成形、第３９９施設中隊（中隊長・松村１尉）は路盤強化整
備（Ｄ・ＢＯＸ）、第４００施設中隊（中隊長・中山１尉）は装輪道整備（路面成形・側溝構築）約５２
㎞、溜めます浚渫等の整備をそれぞれ実施した。 
 １５日（金）、旭ヶ丘宿営地にて団整備隊長による優秀隊員表彰が行われ、富石１曹（本管中）、山口
１曹（３９８施中）、岩本３曹（３９９施中）及び福田２曹（４００施中）が受賞した。その後、団長の
完成点検を受け、第１２施設群の保有する施設技術を再認識していただき、本演習場定期整備を無事に終
了した。 
 １０日（日）には、駐屯地モニター及び隊員家族合わせて５名が旭ヶ丘宿営地の指揮所、天幕、隊員た
ちが作る野外炊事の様子等を見学し、整備作業現場へ前進した。作業現場では、普段見ることが出来ない
隊員の雄姿と、群創隊以来初めての女性自衛官オペレーターが操作する油圧ショベルを見学し、「女性が
器材を操作しているのはすごいです。」とのお言葉を頂き、とても感心されていた。その後、隊員たちが
作った特製の唐揚げを食べていただき、最後に島松駐屯地の史料館及び売店を見学して終了した。 
 今回の演習場整備では無事故で整備を終了し、群長要望事項である「施設技術の発揮」「安全管理の徹
底」を全うして任務を完遂する事が出来た。引き続き、方面隊の演習場道場化に寄与するため、特有の施
設技術を積極的に発揮して、練度の維持・向上に努めていく。 

装軌車道路盤強化整備 
 （Ｄ・ＢＯＸ）① 

隊員家族及び駐屯地モニター見学 

装軌車道路盤強化整備 
 （Ｄ・ＢＯＸ）② 

女性自衛官のオペレーター 

開始式の記念写真 

装軌車道路盤強化整備 
  （１０号道） 

団長完成点検 



隊 友 会 だ よ り 
 

岩
見
沢
支
部
は
十
一
月
二
日
（
土
）
、
札
幌

か
で
る
２
・
７
に
て
開
催
さ
れ
た
札
幌
地
方
隊

友
会
主
催
の
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
へ
会
員
四
名
を

も
っ
て
聴
講
参
加
し
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
の

講
師
は
前
統
合
幕
僚
長 

山
崎
幸
二
氏
、
作
家

で
元
皇
族
の 

竹
田
恒
泰
氏
の
二
人
で
日
本
の

安
全
保
障
、
日
本
国
の
魅
力
を
真
撃
に
考
え
さ

せ
る
講
話
で
し
た
。 

 

山
崎
講
師
は
、
「
真
に
戦
え
る
自
衛
隊
の
実

現
に
向
け
て
」
を
主
題
に
、
昨
今
の
厳
し
い
安

全
保
障
環
境
の
下
で
、
こ
れ
か
ら
の
防
衛
力
の

方
向
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
北
方
総
監
時
代
の
経
験
か
ら
「
北
の

大
地
・
夢
の
大
地
・
輝
く
大
地
」
と
い
う
北
海

道
の
地
理
を
活
か
し
た
防
衛
基
盤
の
確
立
に
つ

い
て
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

竹
田
講
師
は
、
「
日
本
は
な
ぜ
世
界
で
一
番

人
気
が
あ
る
の
か
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

当
初
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
皇
位
継
承
問

題
」
に
つ
い
て
、
男
系
で
行
く
べ
き
で
あ
る
旨

を
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
民
族
の
す
ば
ら

し
さ
は
、
三
・
四
世
紀
こ
ろ
か
ら
国
内
戦
争
が

な
く
百
ヶ
国
が
一
ヶ
国
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
天
皇
の
子
孫
が
地
方
の
豪
族
に
嫁
い
だ

こ
と
に
よ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

お
二
人
の
先
生
の
講
話
に
参
加
者
（
現
職
自

衛
官
、
隊
友
会
）
約
三
百
名
は
、
深
い
感
銘
を

受
け
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

岩見沢駐屯地の実施する冬の交通安全運動への参加 

札幌地方隊友会防衛セミナーへの参加 

セミナー会場 

セミナー参加者 

 支部は１１月１８日（月）の小雪の降る早朝、岩見沢駐屯地の実施する冬の交通安全運動に会員６名が参加し駐屯
地部隊と合同で「旗の波作戦」を実施しました。 
 岩見沢駐屯地正門前を走る道道岩見沢桂沢線沿いにて、駐屯地隊員とともに通過する車に交通安全を呼びかける黄
色の「交通安全旗」の旗振りを行い交通安全意識の高揚を図りました。本行事は岩見沢駐屯地が、北海道庁・北海道
警察などが主催する冬の交通安全運動に合わせ実施しているものです。今回は「スリップ事故防止」、「飲酒運転の
根絶」等を目的に実施しました。 
 約３０分間の短い時間ではありましたが、年齢７０歳から７７歳までの隊友は隊員とともに元気に旗をはためかせ
ました。通行した車両約１３０台の中には挨拶も頂きました。岩見沢駐屯地とともに冬の安全運転・事故防止意識の
向上に寄与することができました。 

交通安全運動参加者（駐屯地） 道路上での運動状況 

 

札
幌
地
方
隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
小
雪
の
降
る
十
二
月
十
四
日

（
土
）
の
夕
、
市
内
に
お
い
て
恒
例
行
事
で
あ
る
忘
年
会
を
会
員
三
二

名
、
岩
見
沢
駐
屯
地
か
ら
第
十
二
施
設
群
長
山
下
一
佐
以
下
指
揮
官
・

幕
僚
・
先
任
曹
長
等
の
十
六
名
、
部
外
か
ら
は
渡
辺 

前
衆
議
院
議
員
、

浅
野 

道
議
会
議
員
、
峰 

岩
見
沢
市
議
会
議
長
（
以
上
支
部
特
別
会

員
）
、
政
安 

家
族
会
支
部
長
の
合
計
五
二
名
の
参
加
を
も
っ
て
開
催

し
ま
し
た
。 

 

会
は
藤
原
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
駐
屯
地
司
令 

山
下
拓
路
一

等
陸
佐
、
特
別
会
員
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
く
と
と
も
に
、
伊
藤
業
務
隊
長

の
乾
杯
に
よ
り
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。 

 

司
令
か
ら
は
隊
友
会
と
連
携
し
た
隊
務
運
営
へ
の
期
待
、
特
別
会
員

の
方
々
か
ら
は
自
衛
隊
を
支
え
る
隊
友
会
員
と
隊
員
の
日
頃
の
教
育
訓

練
へ
の
敬
意
と
益
々
の
防
衛
基
盤
の
強
化
等
に
つ
い
て
の
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。
岩
見
沢
市
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
活
動
を
続

け
て
い
る
支
部
に
と
り
ま
し
て
は
励
み
と
な
る
も
の
で
し
た
。 

 

祝
宴
の
中
で
、
余
興
と
し
て
の
抽
選
会
で
は
当
選
確
率
五
十
％
強
で

し
た
が
笑
顔
は
更
に
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で

は
互
い
の
近
況
報
告
と
思
い
出
話
、
現
職
隊
員
か
ら
は
平
素
の
教
育
訓

練
の
苦
労
話
な
ど
の
会
話
で
盛
り
上
が
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
楽

し
く
語
ら
い
参
加
者
全
員
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
一
年
の
疲
れ

を
癒
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

宴
の
最
後
は
、
辻
本
副
群
長
に
よ
る
来
年
も
元
気
に
活
躍
す
る
祈
願

を
込
め
万
歳
三
唱
を
も
っ
て
令
和
六
年
度
支
部
忘
年
会
を
盛
会
の
う
ち

に
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

令和６年度岩見沢支部忘年会の開催 

参加者集合写真 

前総務副大臣と真剣に語らう司令 

隊友・現職隊員ともに談笑 



２ ０ ０ １ 年 生 ま れ １ ９ ７ ７年 生 ま れ 

１ ９ ８ ９ 年 生 ま れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・背中を見せる  
       ４００施中 土山１曹 
・今年こそはシックスパック 
       ４００施中 羽根３曹 
・家族共々健康に！ 
       ３９８施中 花田１曹 
・小さな幸せや周囲の方々に感謝の気
持ちを持ち続ける。 
       ３９８施中 松平３曹 
・毎日笑っていられる様に家族も職場
も大切にする！ 
       ３９８施中 高橋３曹 
・家族を幸せにする。 
       ３９９施中 犬伏２曹 
・趣味に没頭する。 
      ３９９施中 長谷川３曹 
 
 
 
 
 
                             
 
 
 

 
 
 
・定年まで約１０年、最後までやり切  
る！！ 
       本管中 酒谷１曹 
・健康な体を目指し栄養バランスを意
識した食事と運動する習慣をつけるよ
う心がけます。 
       本管中 鹿内２曹 
・挑 戦 
       ４００施中 大森２曹 
・悠々自適な人生を全うする。 
       ３９８施中 島村１曹 
・新しいスキル取得 
       ３９８施中 中嶋１曹 
・健康第一 
       ３９８施中 西舘２曹 
・初心（身）に帰る。 
       ３９９施中 松村１尉 
・細マッチョになる。 
       ３９９施中 織田２曹 
・毎日運動する。 
       業務隊 鈴木技官 
 
 
 

 
・随所為主 
       本管中 佐久間士長 
・後輩育成 
       ４００施中 小林士長 
・必ず陸曹候補生になる 
       ４００施中 今村士長 
・忠誠！！ 
       ３９８施中 宮田３曹 
・身も心も豊かにするため、毎日ゴミ
拾いを実施する。 
       ３９８施中 岩井３曹 
・シスコン卒業 
       ３９８施中 大山士長 
・中隊の任務達成に寄与 
       ３９９施中 坂井３尉 
・何事も全力でやる。 
       ３９９施中 武田３曹 
・ムキムキになる。 
       ３９９施中 塚脇３曹 
・余裕のある大人になる！ 
       ３９９施中 三村３曹 
・ゴリマッチョになる。 
       ３９９施中 丸島士長 
・車高の高い車を買えるように、節約
と業務に一層励みたい。 
       業務隊 岡事務官 
・寄る年波に負けず精進します。 
       業務隊 柿﨑事務官 
 

人  事  往  来 

昇 

任 

異 

動 

２直支 渡辺３曹 
妻 裕美香（ゆみか）さん 

Ｒ６．１１．２入籍 
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本部管理中隊 
准尉 渡邊 史生 
（１１月１５日付） 

第３９８施設中隊 
准尉 森川 正規 
（１２月２１日付） 

３９８施中 髙橋３曹 
妻 萌（もえ） さん 
Ｒ６．１１．２２入籍 

４００施中 種村３曹 
妻 穂乃香（ほのか） さん 

Ｒ６．１２．４入籍 

４００施中 清水３曹 
妻  梨沙（りさ）さん 
Ｒ６．１１．２３入籍 

３９８施中 坂東３曹 
長男 佳成（かいせい）くん   次男 悠成（ゆうせい）くん 

R６．１２．１３生 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3500円 

 
（５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

松 浦  淳 一 

エックス インスタグラム ホームページ 

岩見沢駐屯地の活動や訓練、

イベント情報などを随時更新

しています。 

是非ご覧になって下さい。 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 五十嵐 一朗 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 



二十歳を祝う行事 

 岩見沢駐屯地（司令・山下１佐）は令和７年１月９日（木）「令和７年訓練始め」として、今年１年の勢いを
つけるため、綱引きを行いました。参加チームは第１２施設群の群本部及び各中隊の５個チームと第２直接支援
中隊及び業務諸隊の全７個チームのトーナメント戦で行い、各部隊、中隊は独自の作戦で勝負に挑み実施者も応
援者も一丸となり真剣に綱引きに取り組み、大いに盛り上がった訓練始めとなりました。 
 勝ち上がった本部管理中隊と第３９８施設中隊が決勝戦で対決し本部管理中隊が見事優勝を勝ち取りました。 
 本訓練始めを通じ、岩見沢駐屯地は新年から部隊の団結の強化及び士気を高揚させ、令和７年の隊務を力強く
スタートすることができました。 

成
田
士
長 

 
 

（本
管
中
） 

井
上
士
長 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

佐
野
士
長 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

下
坂
士
長 

 
  

（４
０
０
施
中
） 

優勝した本部管理中隊 

奮闘する隊員達 

一年の安全を祈願 

二十歳の抱負を揮毫する成人者 成田士長 佐野士長 


